
令和５年１月６日 ３学期始業式 校長先生のお話 
 

“自分から” 戦を 
 

２０２３年がスタートしました。全校の皆さん、明けましておめでとうご

ざいます。穏やかな冬休みを過ごすことができたでしょうか。久々の行動制

限のないお正月で、いろんな人に大きく成長した様子を見てもらえたかもし

れません。 

さて、今年はうさぎ年です。うさぎ年の人は

いますか？【ウサギ】（５年生、６年生早生ま

れ）ありがとう。ウサギのように元気いっぱい

飛び跳ねる年にしたいですね。 

 

３学期は卒業式を含めて４８日間という短い学期ですが、時間が短いから

○○ができないではなく 短くても自分の新

たな目標をもって、挑戦性続けてほしいです。

だから、校長先生も「挑戦」という書き初めを

しました。   

昨年の漢字は「戦」でロシアによるウクラ

イナへの軍事侵攻や、円高物価高への戦い、冬季北京オリンピックやワール

ドカップでの熱戦から投票されたと思います。同じ戦いですが、皆さんが“自

分から”頑張る「挑戦」を行ってほしいと思っ

て書きました。 

校長先生も「挑戦」したいなあと思ってい

た、冬の山にこのお正月に挑戦してきました。

今年は、マラソンも続けながら、山登りにも挑



戦していきたいなあと思っています。 

 

みなさんは、野球のイチロー選手を知っていますか。イチロー選手は、日

本の野球界から飛び出し、大リーグで45歳まで大活躍した選手です。みなさ

んには、ユンケルのCMの方が有名かもしれませんが、28年という長期間現

役を務めたすごい選手です。 

その記録は、84年間破られることのなかったシーズン最多安打262安打、

10年連続200本安打、プロ野球通算安打世界記録4367本、最多試合出場世

界記録3604試合などものすごい記録を残した選手です。 

そのイチローさんは「『できなくてもしょうがない』は終わってから思う

ことであって、途中にそれを思ったら絶対

に達成できません。」と言っています。持ち

前の運動神経もあったと思いますが、挑戦

し続ける気持ち、努力し続ける姿が人一倍

あったからこそ、この成功があると思いま

す。３学期、もしくはうさぎ年のこの一年、自分のできないことに向かって

新たな挑戦をしてほしいと思います。 

 

今皆さんが思っている「頑張りたいなあ」

その気持ちを、ぜひ大切にして、自分に挑戦

するうさぎ年にしてほしいと思います。頑

張りましょう。 終わります。 

 


